
 



栗原市栗駒文字
も ん じ

地区の郷土芸能である文字
も ん じ

甚句
じ ん く

は、昭和 10 年（1935 ）頃か

ら盛んになった民謡です。文字地区には、秋田との要路である羽後
う ご

岐
き

街道が通っ

ており、藩政時代より物資の交易や、文化交流が盛んに行われていました。昭和

初年頃、秋田から芸達者な人物が文字にやって来て、多くの若者が歌や踊りを教

わりました。そのひとりで熱心に芸域を広めた菅原
すがわら

信一
しんいち

氏が作った文字甚句は、

小太鼓や笛、鉦
かね

のにぎやかな囃子
は や し

と明るい調子の歌と踊りが演じられます。歌詞

は郷土である文字を歌ったものであり、地域の民謡として親しまれています。 
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